
教員紹介（教育業績書） 

氏名  ひらがな 職位 所属（学科等） 

花城 暢一          はなしろ のぶかず 教授 保育学科保育専攻 

教育理念（学生へのメッセージ） 

 保育者の役割は幅広く・奥深いものです。一人ひとりの子どもの成長や生活の安心・安全を支え、保護者の

気持ちを受容・共感して子育てを支えていくことも大切な役割になってきます。そのような役割を担う専門職に

なりたいという皆さんの夢の実現に向けて精一杯サポートしていきます。 

教育の責務 

担当科目 ： 社会的養護、相談援助、保育実習指導Ⅰ・Ⅲ（施設）、保育実習Ⅰ・Ⅲ（施設） 

        卒業研究Ⅰ・Ⅱなど 

※保育者に必要な社会的養護の支援を身に付け、子どもや保護者を支える実践的な知識・技能および心豊

かな人間力等を養うためのサポートを授業（講義・演習）および実習を通して行っていきます。 

教育方法 

 授業では、少しでも「福祉」の視点に興味・関心を持ってもらえるような授業内容（教材）を工夫し、一人ひとり

の学びを支える働きかけ（コミュニケーション）を大切にしていきたいと考えています。 

他者評価 

 学生の立場に立って、学生の視点を大切にしながら授業を行うことをモットーにしています。その点について

は、学生による授業評価や教員間のピュアレビューからも温かな評価を頂いています。今後も学生や先生方

の声を参考にして、主体的に学ぶ力や課題解決能力を向上していく授業内容を工夫していきたいと思います。 

学生の学修成果 

 実習などに必要な専門的な知識・技術、実践的な能力を身に付けることができる授業をめざします。 

今後の目標（短期・長期） 

短期目標 ： 教育目的である「保育に必要な技能の習得を通して、心豊かな人間力を養う」ためのサポートを

行います。 

長期目標 ： 卒業後も「地域の保育の発展と向上に貢献できる保育者」となるためのサポートを行います。 

専門分野 （学問分野／専攻） 

地域福祉   

研究テーマ （研究領域） 

地域子育て支援 

所属学会 

日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会、日本保育学会 

学歴・学位･免許資格 

平成 11年 3月 日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科博士前期課程修了 社会福祉学修士 

職歴 

平成 11年 4月 社会福祉法人氷見市社会福祉協議会入局（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）（平成 13年 3月まで） 

平成 13年 4月 特定非営利活動法人日本地域福祉研究所（事務局員）（平成 15年 3月まで） 

平成 14年 9月 日本社会事業大学実習指導講師（非常勤）（見学実習指導）（平成 14年 12月まで） 

平成 15年 4月 長崎短期大学 保育学科 講師（養護原理、社会福祉援助技術等）（平成 24年 3月まで） 

平成 24年 4月 長崎短期大学 保育学科 准教授（社会的養護、相談援助等）（平成 30年 3月まで） 

平成 30年 4月 長崎短期大学 保育学科 教授（社会的養護、相談援助、卒業研究等）（現在に至る） 

教育研究業績         著書、学術論文等の名称                発行所、発表雑誌等又は発表学会等 



【学術論文】   

平成 11年 3月 在宅サービスを中心とした地域福祉実践の方法に関する

－考察－コミュニティ・ソーシャルワークの展開に向けて－ 

日本社会福祉事業大学大学院 

修士論文 

平成 14年 8月 コミュニティソーシャルワークの展開に関する一考察 

（査読付き論文） 

日本社会福祉学会『社会福祉

学』第 43-1巻、pp.112-124 

平成 18年 3月 離島・過疎地域におけるケアリング・コミュニティ形成に関

する研究（その 1） 

長崎国際大学『長崎国際大学論

叢』第 6巻、pp.143-152 

平成 19年 3月 地域の歴史や文化の伝承と保育者の役割～光る紙芝居

の制作・上演の指導を通して～ 

長崎短期大学『研究紀要』第 19

号、pp.73-93 

平成 19年 3月 離島・過疎地域におけるケアリング・コミュニティ形成に関

する研究（その 2） 

長崎国際大学社会福祉学会『研

究紀要』第 3号 pp.1-11 

平成 20年 3月 地域の歴史・文化・自然を活用した保育活動の考察～総

合演習の取り組みを通して～ 

長崎短期大学『研究紀要』第 20

号、pp.11-24 

平成 22年 3月 地域の子育て環境に関する考察～地域交流を通して～ 長崎短期大学『研究紀要』第 22

号、pp.21-38 

【学会発表】   

平成 11年 11月 氷見市における福祉教育実践の展開と課題－市社協の

支援のあり方について－ 

日本福祉教育・ボランティア学習

学会第 5回全国大会 

平成 12年 6月 地域福祉実践の方法に関する一考察～コミュニティ・ソー

シャルワークの展開に向けて～ 

日本地域福祉学会第 14 回全国

大会 

平成 12年 11月 地域を基盤とした福祉教育における社会福祉協議会の

支援のあり方－氷見市における「保育所・幼稚園内シル

バー談話室事業」の評価を通して－ 

日本福祉教育・ボランティア学習

学会第 6回全国大会 

平成 13年 10月 コミュニティ・ソーシャルワークの展開に関する基礎的研

究 

日本社会福祉学会第 49 回全国

大会 

平成 14年 6月 職員参加による活動計画のモニタリング手法について～

第二次目黒区地域福祉活動計画（あいねっとプランⅡ）

の策定過程を通して～ 

日本地域福祉学会第 16 回全国

大会 

平成 18年 6月 離島・過疎地域におけるケアリング・コミュニティ形成に関

する研究（その 1） 

日本地域福祉学会第 20 回全国

大会 

社会における活動等 （学会・研究会等の委員・役員／講演会／社会貢献／表彰／他） 

【社会活動】  

平成 13年 4月 特定非営利活動法人日本地域福祉研究所 所員（現在に至る） 

平成 24年 8月 長崎県教員免許状更新講習 講師（現在に至る） 

平成 25年 9月 佐世保市ファミリーサポートセンター「会員養成講座」講師（現在に至る） 

平成 28年 4月 九州文化学園歯科衛生士学院 

「学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員会」委員（現在に至る） 

平成 29年 4月 長崎県教員免許状更新講習連絡協議会議 委員（現在に至る） 

平成 30年 4月 社会福祉法人若竹寮 児童養護施設 若竹の家 苦情解決第三者委員（現在に至る） 

【表彰】  

平成 28年 3月 平成２７年度 長崎短期大学ベストティーチャー賞 受賞 

 


